
渋川郷学について
わたしたちの住む渋川には、今から200年から150年前の、江戸時代の末から明治のはじ

す しぶかわ いま ねん まえ え ど じ だい すえ めい じ

めにかけて 幾人もの優れた教育者が出て多くの子弟を教え導き 郷土の発展のために尽、 、
いくにん すぐ きよういくしや で おお し てい おし みちび きよう ど はつてん つ

くしました。また教えを受けた弟子たちも、その教えを守り生かし、それぞれの郷土の発
う で し まも い

展に尽力しました。
じんりよく

その教えは開明的で、小さく閉じこもらず、進んで新しい学問知識に取り組みました。
かいめいてき ちい と すす あたら がくもん ち しき と く

空理空論を排して現実の生活や社会に役立つことを重んじる、実学的な学問・学統で、の
くう り くうろん はい げんじつ せいかつ しやかい やく だ おも じつがくてき がくとう

ちに「渋川郷学」と呼ばれるようになりました。
よ

渋川郷学関係の人びとは、一連の師弟関係で結ばれていますが、各々の主とする学問は
かんけい ひと いちれん し てい むす おのおの しゆ

漢学、国学、洋学(蘭学)と異なり、たしなんだ芸術も書、漢詩、和歌と様々でした。そし
かんがく こくがく ようがく らんがく こと げいじゆつ しよ かん し わ か さまざま

て 職業も農業 医者 紺屋(染物屋 僧 神職と様々でした 師匠たちに共通して言、 、 、 ）、 、 。
しよくぎよう のうぎよう い しや こう や そめもの や そう しんしよく し しよう きようつう い

えることは、自分の職業を大事にし全力で取り組んだこと、学問を大切にし勉強に励んだ
じ ぶん だい じ ぜんりよく たいせつ べんきよう はげ

こと、詩歌や書道など芸術を大切にし励んだこと、そして、世の中や人びとのことを考え
しい か しよどう よ なか かんが

人のためになる良い行いをするように努めたことでした。
よ おこな つと

渋川に生まれ 渋川に暮らし 郷土のために尽力した師匠たちの生き方 考え方 その深、 、 、 、
う く い かた かんが かた ふか

い学問などに弟子たちは多くを学び、また感激し、それが「自分も頑張ってみよう。郷土
まな かんげき がん ば

の名誉が失われないようにしよう 」という発奮、努力を続ける原動力になったと考えら。
めい よ うしな はつぷん ど りよく つづ げんどうりよく

れます。師匠たちは多くの有能な人材を育て、また、弟子たちは師を大事にしました。今
ゆうのう じんざい そだ

も市内には師匠の遺徳を偲んで弟子たちが建てた顕彰碑や筆子塚が数多く残っています。
し ない い とく しの た けんしよう ひ ふで こ づか かずおお のこ

○引用及び参考文献･･･「渋川市誌第２巻通史編・上 「まんが渋川の歴史 「郷土渋川第９号 「堀口」、 」、 」、
藍園先生物語原稿案（渋川北小所蔵 」）

石碑「渋川 （渋川駅前広場）」

「 」 、 。渋川 郷 学 という言葉は 戦前に渋川小 学校 長をした田部井鹿蔵がその著 述の中で述べたものです
しぶかわきようがく こと ば せんぜん しようがつこうちよう た べ い しかぞう ちよじゆつ なか の

渋川市誌では 「おそらく郷土に根ざした特 色ある教育と学問という意味で（田部井は）郷学という言葉を使、
しぶかわ し し きよう ど ね とくしよく い み つか

ったのであろう とし 渋川市誌文 中においては 郷学 という熟語が持つ歴史・教 育史上の意味 郷学」 、 、「 」 （
ぶんちゆう じゆく ご も れき し きよういく し じよう ごうがく

＝江戸時代の教育機関の一種）を考慮して 「渋川郷学」ではなく「渋川の教 学」という言葉、漢字を当てて、
え ど じ だい き かん いつしゆ こうりよ きようがく かん じ あ

います。本顕 彰 展パネル解説文は渋川市誌を引用又は参 照しているものが多くありますが、過去に開催
ほんけんしようてん かいせつぶん いんようまた さんしよう おお か こ かいさい

。してきた本事業顕彰展での解説と統一し、全て「渋川 郷 学」と表記します
じ ぎよう かいせつ とういつ すべ しぶかわきょうがく ひよう き

※群馬県史では 『 渋川郷学 きょうがく については、特定の教育機関を意味するのではなく、郷土の民衆に対する学問、、“ ( )”
6」教育の活動そのものを指すと言われている 』と記載されています。 出典： 群馬県史 通史編。 「


